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原 著

フッ化物配合歯磨剤懸濁液への浸漬がウシエナメル質人工初期脱灰の
再石灰化に及ぼす影響

川崎 弘二 酒井 怜子 吉川 秀一＊ 村川 浩子＊ 神原 正樹

概要：脱灰程度の異なるエナメル質人工初期う蝕試料に対し，濃度の異なるフッ化物配合歯磨剤の応用を試みたうえで，
経時的な再石灰化過程のモニタリングを行うことにより，脱灰程度に対するフッ化物濃度の影響を検討した．ウシエナメ
ル質試料を脱灰溶液に浸漬し，低および高脱灰のエナメル質人工初期う蝕試料を作製した．4種類の濃度のフッ化物配合歯
磨剤（0，500，1,000，4,000 ppm）を調製し，エナメル質人工初期う蝕試料を 1日 3回歯磨剤懸濁液に 5分間ずつ浸漬した．
歯磨剤処理を行う以外の時間は再石灰化溶液に 28 日間浸漬し，再石灰化程度はQLF法により評価した．その結果，低脱
灰エナメル質人工初期う蝕試料においては 1,000 ppmまでの歯磨剤懸濁液に浸漬した 3群は高い再石灰化を示したが，
4,000 ppmフッ化物配合歯磨剤懸濁液への浸漬を行った群は再石灰化の程度は低く，他の 3群との間に有意差が観察され
た．高脱灰エナメル質人工初期う蝕試料における再石灰化は，0および 4,000 ppmフッ化物配合歯磨剤懸濁液へ浸漬した群
において低く，500 および 1,000 ppmフッ化物配合歯磨剤懸濁液へ浸漬した群において高い傾向が観察された．以上の結果
から，低脱灰の初期う蝕に対しては環境の整えられた in vitro環境で高い再石灰化を促進できること，高脱灰の初期う蝕に
対しては，通常用いられる範囲のフッ化物配合歯磨剤の使用が必須となる可能性があることが示唆された．
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緒 言

近年の欧米先進諸国における 12 歳児のDMFT指数
は大幅に減少し1），わが国においても学校保健統計の結
果から学童期におけるDMFT指数やDMF者率の低下
が報告されている2）．その理由として少子化や国民所得
の上昇などの社会経済的要因が変化したことや，フッ化
物の応用を受ける機会が増加したことなどが挙げられて
いる3）．そのなかでフッ物配合歯磨剤は先進国における
う蝕の減少に大きく寄与したと考えられており4，5），近年
の報告ではフッ物配合歯磨剤の応用により 25％程度の
う蝕予防効果のあることが認められている6）．
フッ化物配合歯磨剤によるう蝕予防メカニズムには脱

灰の抑制作用7，8）とエナメル質表層部での再石灰化促進
作用9），さらにバイオフィルム中の細菌の増殖，酸産生，
糖代謝などに対して阻害作用をもつ10―12）ことが知られて
おり，フッ化物配合歯磨剤を用いて低濃度フッ化物を頻

回応用することにより口腔環境にフッ化物が保持さ
れ13），初期う蝕部へのミネラルの回復が促進される．しか
し，初期う蝕の脱灰程度の違いや，応用するフッ化物配
合歯磨剤のフッ化物濃度の違いなどの条件が，初期う蝕
の再石灰化に与える影響についてコンセンサスが得られ
ていないのが現状である．そこで本研究では in vitro

に お い て，QLF（Quantitative Light-induced Fluores-
cence）法14―16）により評価した脱灰程度が異なるエナメル
質人工初期う蝕試料に対し，それぞれ濃度の異なるフッ
化物配合歯磨剤の応用を試みたうえで，経時的な再石灰
化過程のモニタリングを行うことにより，脱灰程度に対
するフッ化物濃度の影響を検討した．

実験材料および方法

1．エナメル質試料の作製
エナメル質試料はウシ下顎切歯の唇側面からダイアモ

ンドドリル（Continental Diamond Tool Co.，アメリカ）を
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